
行政評価シート（事務事業評価） 評価年度 2８年度 

事業名 観光宣伝事業 担当課 商工観光課

細分化した事業名

１ 計画（ＰＬＡＮ）：事務事業の計画的位置づけ 

基本方向 魅力あふれるまちづくり

第６次長期総合計画での目的体系 政策 訪れる人に感動を与える観光業の振興

施策 魅力ある観光施策の充実

関連する個別計画等 根拠条例等

２ 計画（ＰＬＡＮ）：事務事業の概要 

事業の目的

市内外に韮崎市の魅力をＰＲし、観光客の増加を図る。

事業の手段 

観光資源を広くＰＲするため、ガイドブックやポスターを製作する。

イベント・観光スポットをＰＲするため、ノベルティグッズを作成する。
イメージキャラクター「ニーラ」を活用し、韮崎のＰＲを行う。
市の魅力や情報の発信にご協力いただける県外在住の方を「ふるさと大使」に任命して誘客につなげる。

事業の対象

観光客

３ 実施（ＤＯ）：投入費用及び従事職員の推移（インプット＝費用＋作業） 

25 年度 26 年度 27 年度

A 事業費 (千円) 2,136 3,350 2,12３
財
源
内
訳

国・県支出金 430

その他（使用料・借入金ほか） 150 150 150

一般財源 1,986 2,770 1,973

B 担当職員数（職員 E） (人) 0.45 0.45 0.5

C 人件費(平均人件費×E) (千円) 2,921 3,057 3,357

D 総事業費(A+C) (千円) 5,057 6,407 5,480

主な事業費用の

説明 
韮崎ムーブ（観光ガイド）等作成費 

注〉平均人件費は各年度決算額(職員給与費)から算出した 25 年度（6,491 円）,26 年度（6,794 千円）,27 年度（6,715 千円）を使用しています。 

４ 実施（ＤＯ）：事業を数字で分析（アウトプット＝事業量）

指標名 指標の算出方法

実   績   値

25 年度 26 年度 27 年度 

活動指標

１
観光キャンペーン数 回数 ５ ８ ６

２
ガイドブック作成 種類 5 6 5

３

ノベルティグッズ製

作費
千円 745 889 972

妥当性 □ Ａ 妥当である ■ Ｂ ほぼ妥当である □ Ｃ 妥当でない

上記活動指標と妥当性
の説明

１
首都圏で観光キャンペーンを行うことは、市を広くＰＲするためには妥当である。

２
総合的な市の観光ガイドに加え、テーマに特化した数種類のパンフレットを作成することは、魅力の

発信につながり妥当である。

３
イメージキャラクター「ニーラ」を使ったノベルティグッズ等を製作することは、観光ＰＲにつなが

り妥当である。



５ 評価（ＣＨＥＣＫ）： 事務事業評価 （アウトカム＝成果・効果）

指標名 指標の算出方法
実   績   値

25 年度 26 年度 27 年度

成果指標 

もしくは 

まちづくり

指標

１
観光客入込客数 人 503,741 506,149 578,992

２

祭り・観光イベント等の来

場者数

人 95,977 114,679 105,897

３

ゆるキャラグランプリの
ランキング

全国 位／エントリー数（体）
県内 位

375/1,579

2

206/1,698

2

31/1,727

1

成 果 □ Ａ 上がっている ■ Ｂ ほぼ上がっている □ Ｃ 上がっていない

上記指標の妥当性と成
果の内容説明

１

観光キャンペーン等の成果を測る上で、観光客数を指標とすることは妥当。
２７年度は大村博士ノーベル賞受賞効果により秋以降大幅に増加した。

２
各種宣伝効果を測る上で、イベント等の来場者数を指標とすることは妥当である。

イベント参加者は天候により左右されるが、おおむね堅調に推移している。

３
イメージキャラクター「ニーラ」は市内外に徐々に浸透し、ランキングでも上位に入るなど、人気
が定着してきている。

事務事業総合評価 □ Ａ 期待以上に達成 ■ Ｂ 期待どおりに達成 □ Ｃ 期待以下の達成

６ 改善（ACTION）：今後の事務事業の展開

□ 拡大（コストを集中的に投入する） ■ 一部改善（事務的な改善を実施する）

今後の事業展開
□ 全部改善（内容・手段・コスト・実施主体等

の見直しが必要）

□ 縮小（規模・内容を縮小、又は他の事業と統合

する）

□ 廃止（廃止の検討が必要）

事
務
事
業
の
改
善
案

改善の概要・方向性（いつまでに、どういう形で具体化するのか）

28年度の改善計画（今後の事業展開説明）
平成２８年度

・「美しい富士山を望むまち・にらさき」を広くＰＲするため『武田の里にらさき・富嶽三十六景～にらさきから望む富士山

ビューポイント～』を選定（Ｈ２７年度）、紹介パンフレットを制作する。

・観光ガイドブック「ムーヴ」に大村博士関連ページを掲載する。

・「ニーラ」の新イラストを使用した新たなノベルティグッズを作成し、更なる市民への浸透を図るとともに、観光ＰＲにも

活用する。

過去
の 
改善
経過

観光ガイドブック「ムーヴ」大幅リニューアル
外国語版ムーヴ制作（県おもてなし力向上補助金活用）
イメージキャラクター「ニーラ」を活用したノベルティグッズ製作（不織布・バッチ・キーフォルダー等）

課長所見
大村博士ノーベル賞受賞にあやかって、引き続き、積極的な情報発信（宣伝）に努めるとともに、魅力ある受け入れ

体制の充実を図っていく。また、ニーラのさらなる活用に努めていく。


